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研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項   

著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌
等又 は発表学会等
の名称 

概   要 

(国内学術論文・査読付)     

 

1  「血清過酸化脂質におよぼす

激運動および強制トレーニング

の影響」 

 

共著 1988 年 10

月 

『日本生理人類学

雑誌』 

熊谷秋三、長谷川亨、 

江村（庄野）菜穂子、友国勝麿、 

西住昌裕、7:215-221,1988 

 

 体力水準の高いトライアスリートにおいて

レース前後の血清過酸化脂質には有意な

変化を認めなかった。ラットに対する強制ト

レーニング結果から、有酸素性作業能の改

善に伴う抗酸化系酵素活性上昇の影響が

示唆された。 

 

 

 

2  「血中乳酸の変移点を指標とし

たエアロビックダンスエクササイ

ズの運動強度」 

共著 1989 年 6

月 

『体育の科学』 江村（庄野）菜穂子、熊谷秋三、 

市場正良、西住昌裕、9:189-202, 1989 

 

 一般的なエアロビックダンスの運動強度

を血中乳酸レベルによって評価した結果、

主運動において乳酸レベルが上昇し、その

後の心拍数の低下に反して乳酸レベルは

高値を維持していた。 

 

 

 

3  「運動に関連した疾病・傷害の

頻度－医療者側からの調査－」 

 

共著 1989 年 10

月 

『臨床スポーツ医

学』 

西住昌裕、江村（庄野）菜穂子 

6:1161-1167, 1989 

 

 佐賀県内の医師 928 名を対象とした調査

の結果、運動に関連して発生した疾病や

傷害発生時の身体状況として肥満、高血

圧などの危険因子を有する場合が多いこと

を報告した。 

 

 

4  「閉経前肥満女性の糖・脂質代

謝に及ぼす性ステロイドホルモ

ン、体脂肪分布、体力および身

体運動効果」 

共著 1991 年 3

月 

『体力研究』 熊谷秋三、江村（庄野）菜穂子、 

近藤芳昭、江口閣、西住昌裕 

77:19-37, 1991 

 

 閉経前肥満女性を対象とした乳酸閾値の

トレーニングの結果、最大酸素摂取量の変

化と性ホルモンレベル、血中脂質レベルと

の間に関連性を認めた。 

 

5  「閉経前肥満女性における糖・

脂質代謝指標と体力・身体計測

指標および性ホルモン結合グロ

ブリンとの関係」 

共著 1992 年 8

月 

『体力科学』 熊谷秋三、庄野菜穂子、近藤芳昭 

41:485-494, 1992 

 

 

 閉経前肥満女性における血中糖・脂質レ

ベルは有酸素的作業能との関連が強く、脂

質レベルには性ホルモン結合蛋白や肥満

度の影響も認められた。 
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6  「肥満女性の身体特性および

心理特性に及ぼす有酸素的トレ

ーニングの影響」 

共著 1992 年 11

月 

『臨床スポーツ医

学』 

 庄野菜穂子、熊谷秋三、近藤芳昭、西住

昌裕、9:1277-1283, 1992 

 

 肥満女性を対象として監視下の運動教室

を半年間実施した結果、減量の程度と心理

状態の変化の間に有意な関連を認めた。 

 

7 「健常成人男性の糖・脂質代謝

指標と性ホルモンおよび性ホル

モン結合グロブリンと関連性」 

共著 1993 年 8

月 

『動脈硬化』 熊谷秋三、佐々木悠、庄野菜穂子、森山

善彦 

21:503-509, 1993 

 

 成人男性 235 名における性ホルモンレベ

ルの決定要因としては年齢が最も強く、性

ホルモン結合蛋白には年齢のほか肥満度

の影響を認めた。 

 

8  「健常男性の sex hormone 

binding globulin と HDL コレステ

ロールおよびインスリンとの関連

性」 

 

共著 1993 年 9

月 

『日本生理人類学

雑誌』 

熊谷秋三、佐々木悠、庄野菜穂子、森山

善彦、片伯部広太郎 

12:297-300, 1993 

 

 成人男性 235 名における血中性ホルモ

ン結合蛋白レベルは HDL コレステロール

値には関連するものの、インスリンレベルへ

の影響は認めなかった。 

9  「病院の広告と患者の受療行

動」 

共著 1994年 7

月 

『病院』 森満、庄野菜穂子、檜垣靖樹、 

古賀義孝、53:618-621, 1994 

 

 病院広告は心理学的要因として患者の

受療行動に影響を及ぼす可能性があること

を報告した。 

10  「成人男性の性ホルモン、体

脂肪分布、体力と糖・脂質代謝

指標との関連性」 

 

共著 1995 年 2

月 

『健康科学』 庄野菜穂子、檜垣靖樹、西住昌裕、佐々

木悠、熊谷秋三、17:75-86, 1995 

 

 成人男性 217 名における血中の性ホル

モン結合蛋白やDHEA-Sレベルは、HDL

コレステロール値に独立した関連性を有す

る事を報告した。 

 

11  「閉経前後の女性における超

音波法による骨密度に関する研

究」 

共著 1997 年 1

月 

『日本衛生学雑

誌』 

庄野菜穂子、久木野憲司、 

吉田節子、中山実生子、上野裕文、 

西住昌裕、51:755-762, 1997 

 

閉経前後の女性 44名を対象として、踵骨

骨密度と栄養摂取状況および性ホルモン

レベルとの関連性は、閉経前と閉経後の女

性では異なることを報告した。 

 

12  「健康づくりのための運動の

継続性に関する要因」 

共著 1997 年 3

月 

『厚生の指標』 庄野菜穂子、西住昌裕、44:31-35, 1997 

 

 保健所主催の健康づくり教室受講者 193

名に対して教室終了後に調査を実施した

結果、運動継続要因は理解者の存在、目

標意識の有無などであった。 

 

13  「糖負荷後のインスリン値に及

ぼす持久的能力及び体脂肪蓄

積の影響」 

 

共著 1997 年 7

月 

『日本衛生学雑

誌』 

 檜垣靖樹、庄野菜穂子、西住昌裕 

52:504-510, 1997 

 

 若年成人男性を対象とした横断研究にお

いて、高インスリン状態を呈する者における

生活習慣の特長や最大酸素摂取量の低下

について報告した。 
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14 「佐賀県における小学児童の

アレルギーに関する調査」 

共著 1998 年 7

月 

『日本公衆衛生雑

誌』 

甲斐今日子、西住昌裕、森満、庄野菜穂

子、檜垣靖樹、45:625-633, 1998 

 

 小学児童 2795 名について保護者を対象

とした調査の結果、男子と女子、山間地区

と臨海地区での相違点が明らかとなった。 

 

 

15 「市民の日常生活状況と健康

度に関する研究」 

共著 1998 年 8

月 

『厚生の指標』 檜垣靖樹、森満、原めぐみ、 

庄野菜穂子、甲斐今日子、西住昌裕、 

45:21-26, 1998 

 

 鳥栖市健康診査受診者 302 名におい

て、1 日歩数が多い人ほど自覚的健康感

やHDL コレステロール値は高く、中性脂肪

値や動脈硬化指数は低い傾向であった。 

 

 

16  「気功教室参加者の主観的な

心身の健康状態および血清脂

質における変化」 

共著 1998 年 12

月 

『臨床スポーツ医

学』 

庄野菜穂子、矢山利彦、林田陽子、西住

昌裕、15:1416-1422, 1998 

 

 高齢者を対象とした気功による健康づくり

教室の成果として、精神的健康度の改善、

身体活動量の増加に伴う血中脂質の改善

を報告した。 

 

 

17  「SU 剤二次無効例への外来

インスリン導入」 

共著 1999 年 11

月 

『プラクティス』 三村和郎、庄野菜穂子、岡田朗、 

大中桂三、下田聖子、梅田文夫、 

名和田新、大島文雄、三村悟 

16:659-663, 1999 

 

 糖尿病外来患者におけるインスリン治療

導入方法の実際、および外来導入成功群

と不成功群の特徴を比較した。 

 

 

18  「若年及び中年男性の踵骨骨

密度とその関連要因」 

共著 2000 年 7

月 

『日本衛生学雑

誌』 

 庄野菜穂子、近藤芳昭、檜垣靖樹、西住

昌裕、55:516-522, 2000 

 

 成人男性 84名を対象とした横断研究の

結果、超音波法による踵骨骨密度の関連

要因は若年男性と中年男性において異な

る傾向が示唆された。 

 

 

19  「コンデンサー製造作業者に

発生したピロール曝露による肝

障害」 

共著 2000 年 9

月 

『産業医学ジャー

ナル』 

西住昌裕、福嶋博愛、庄野菜穂子 

23:56-59, 2000 

 

 コンデンサー製造作業者に集団発生した

ピロール曝露による肝障害の発見から事後

対策までを報告した。 

 

 

20  「体脂肪蓄積の説明要因とし

ての骨格筋毛細血管の関与」 

共著 2001 年 4

月 

『肥満研究』 庄野菜穂子、檜垣靖樹、進藤宗洋、田中

宏暁、7:61-65, 2001 

 

 非肥満者と肥満者を含む男性 40 名を対

象とした横断研究の結果、体脂肪蓄積に

対する筋線維組成の影響は明らかでなく、

むしろ筋毛細血管密度の影響が有意であ

ることを報告した。 
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21  「整形外科外来での内科的運

動療法の試み –Multiple Risk 

Factor 保有者を対象として-」 

 

共著 2002 年 5

月 

『プラクティス』  庄野菜穂子、松永和美、道下竜馬、石坂

ひとみ、真子千秋、鶴田敏幸 

19:327-333, 2002 

 

 整形外科医院のリハビリテーション室を活

用して、内科的疾患改善を目的とした運動

療法外来の実施方法、効果、問題点など

について報告した。 

 

 

22  「Multiple Risk Factor 保有者

の運動療法における乳酸閾値

に相当する目標心拍数予測式

の検討」 

 

共著 2003 年 4

月 

『体力科学』 庄野菜穂子、道下竜馬、松永和美、鶴田

敏幸、52:141-148, 2003 

 

 冠動脈疾患危険因子を複数保有する男

女における乳酸閾値強度の心拍数は従

来推奨されている年齢別心拍数よりも有

意に低いため、健常者用の運動強度設定

方法を適用すると過度の負荷になる可能

性があることを報告した。 

 

 

23  「有疾患者の肥満度改善に必

要な週あたりの運動時間の検

討」 

共著 2003 年 4

月 

『肥満研究』 道下竜馬、松永和美、鶴田敏幸、 

庄野菜穂子、9:39-44, 2003 

 

 肥満を合併した有疾患者における肥満度

の改善は、厚生労働省が提示している「健

康づくりのための運動所要量」未満でも可

能なことを報告した。 

 

 

24  「血中乳酸閾値強度での自転

車トレーニングがエネルギー基

質としての脂質利用に及ぼす影

響」 

共著 2003 年 1

月 

『九大農学芸誌』 音成道彦、松原健史、内藤聖子、 

劉忠峰、大瀬雄也、庄野菜穂子、 

田中守、清永明、田中宏暁、 

進藤宗洋、立花宏文、山田耕路 

58:19-26, 2003 

 

 健常男性 8 名を対象とした乳酸閾値強

度のトレーニングの結果、同一運動強度で

の脂質燃焼比率は有意に増加し、主働筋

における脂質酸化能力の亢進と糖質利用

の抑制が示唆された。 

 

 

25  「肥満女性における高感度

CRP と食後糖脂質代謝との関

連」 

共著 2005 年 4

月 

『肥満研究』 庄野菜穂子、道下竜馬、鶴田敏幸、野出

孝一、11:52-57, 2005 

 

 閉経前後の肥満女性 43 名を対象とした

横断研究の結果、高感度 CRPの高い群

は、食後のインスリン値および食前食後の

遊離脂肪酸値が有意に高値であり、潜在

的なハイリスク者の予測に役立つ指標であ

ることを報告した。 

 

 

26  「Multiple risk factor 保有者

の運動負荷心電図 ST 下降負

荷強度、乳酸閾値および冠動脈

疾患危険因子との関係」  

 

共著 2005 年 4

月 

『日本臨床スポー

ツ医学会誌』 

道下竜馬、庄野菜穂子、笠原貴紀、鶴田

敏幸、13:226-233, 2005 

 

冠動脈疾患危険因子を複数有する男女

において、乳酸閾値強度は運動負荷心電

図 ST下降に先行する安全性の高い運動

強度であり、ST下降の予測因子としてイン

スリン抵抗性、血糖値、尿酸値に注意が必

要なことを報告した。 
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27  「耐糖能異常の女性における

血中乳酸閾値の心拍数と自転

車仕事率」 

 

共著 2005 年 6

月 

『糖尿病』 庄野菜穂子、道下竜馬、笠原貴紀、鶴田

敏幸、48:423-428, 2005 

 

耐糖能異常女性は耐糖能正常女性と比

較して乳酸閾値強度の体重あたり自転車

仕事率が有意に低く、その原因として危険

因子重複状態や脚筋力の低下が影響して

いる可能性が示唆された。 

 

28  「Multiple Risk Factor 保有女

性における変形性膝関節症の

有無と肥満度ならびに有酸素性

作業能力との関係」 

 

共著 2006 年 8

月 

『日本臨床スポー

ツ医学会誌』 

道下竜馬、庄野菜穂子、笠原貴紀、鶴田

敏幸、14:384-390, 2006 

 

冠危険因子を複数有する女性を対象と

した横断研究の結果、変形性膝関節症の

有無は、有酸素性作業能力に影響を及ぼ

す可能性を報告した。 

 

29  「週あたりの運動時間が肥満

者の冠危険因子改善に及ぼす

影響」 

 

共著 2007 年 8

月 

『日本臨床スポー

ツ医学会誌』 

道下竜馬、庄野菜穂子、笠原貴紀、鶴田

敏幸、15:413-419, 2007 

 

冠危険因子保有者 60 名を対象に 12週

間にわたって乳酸閾値強度の運動療法を

実施し、週あたりの運動実施時間による改

善効果の相違を報告した。 

 

30  「有疾患者に対して安全な運

動処方」 

 

共著 2008 年 8

月 

『日本臨床スポー

ツ医学会誌』 

道下竜馬、庄野菜穂子、鶴田敏幸 

16(3):457-470, 2008 

 

危険因子や疾患を有する者において、

一般健常者とは異なる安全な運動処方の

必要性および実際の方法について報告し

た。 

31  「遺伝子発現解析を目的とし

た骨格筋少量採取のための生

検針応用方法の開発」 

 

共著 2008 年 9

月 

『福岡大学スポー

ツ科学研究』 

飛奈卓郎、森里子、阿部征次、 

西田裕一郎、庄野菜穂子、清永明、 

進藤宗洋、田中宏暁、39:95-100, 2008 

 

遺伝子発現の分析を目的とする筋組織

量を短時間で簡便に採取できる小径針筋

生検方法を開発した。 

 

32  「変形性膝関節症を有する生

活習慣病患者に対する安全な

運動処方の検討」 

共著 2008 年 4

月 

『運動・物理療法 』 道下竜馬、庄野菜穂子、笠原貴紀、鶴田

敏幸、19(4)：322-331, 2008 

 

変形性膝関節症を合併している冠動脈

疾患危険因子保有女性への運動処方は、

無酸素性作業閾値よりさらに低い強度が望

ましいことを報告した。 

 

 

33  「冠危険因子の集積ならびに

運動耐容能の低下が閉経後肥

満女性の安静時心電図QTc間

隔に及ぼす影響」 

 

共著 2009 年 1

月 

『日本臨床スポー

ツ医学会誌』 

道下竜馬、庄野菜穂子、笠原貴紀、鶴田

敏幸、17(1)：84-91, 2009 

 

閉経後肥満女性 90 名を対象とした横断

研究の結果、運動耐容能の低下と冠危険

因子の集積は、相乗的に心電図QTc延長

に影響を及ぼすことを報告した。 
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34  「肥満者におけるインスリン初

期分泌能と日常活動量、運動耐

容能力、冠危険因子との関係」 

 

共著 2009 年 1

月 

『日本臨床スポー

ツ医学会誌』 

道下竜馬、庄野菜穂子、笠原貴紀、鶴田

敏幸、17(1)：51-58, 2009 

 

肥満男女 144名を対象とした横断研究

の結果、インスリン初期分泌能の低下には

冠危険因子の集積状態や日常活動量低

下が関連することを報告した。 

 

35  「運動指導時の安全管理に関

する運動指導者側の実態調査」 

 

共著 2009 年 10

月 

『臨床スポーツ医

学』 

庄野菜穂子、道下竜馬、音成道彦、林ちか

こ、26(10)：1319-1324, 2009 

 

健康運動指導士をめざす運動指導者

120 名を対象に自記式質問紙による調査

を行ない、運動指導時の安全管理に対す

る体制や意識について報告した。 

 

36  「中小企業における 7 年間のメ

ンタルヘルス対策に伴う疲労蓄

積度の変化」 

 

 

 

 

 

 

 

37 「男子大学生における最大酸

素摂取量および至適運動強度

としての二重積屈曲点との関連

性について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38 「大学生を対象とした追加健康

診断 -第一報(令和 5 年度)-」 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

2016 年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 3

月 

『産業精神保健』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『西九州大学健康

福祉学部紀要』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『西九州大学健康

福祉学部紀要』 

庄野菜穂子、松永一成、音成道彦 24(2)：

142-150, 2016 

 

国内中小規模会社における継続的なメ

ンタルヘルス対策によって労働者にお

ける疲労蓄積度の改善や健康障害発生

の抑制に寄与する可能性が示唆され

た。 

 

 

庄野菜穂子, 音成道彦 

Vol.52；13-19,2023 

 

若年者における DPBPについてのエビデ

ンスは少ないため、男子大学生を対象とし

た多段階運動負荷試験で最大酸素摂取量

推定値（V
．
02max）、ランプ負荷試験で二重

積屈曲点（DPBP）を測定し V
．
02max との関

連性を検討した。V
．
02maxによって分類した

低体力群は高体力群より体重は重いにも

関わらず DPBP相当の自転車仕事率は有

意に軽く、同年代であっても至適運動強度

には有意差が認められた。 

 

庄野菜穂子, 栗原淳, 音成道彦 

Vol.53；54-64,2024 

 

西九州大学神埼キャンパスの学生 370 名

を対象として、 2023 年の学校健康診断に

加えて追加健康診断を実施した。血液検

査から脂質異常症、高尿酸血症、肝機能

異常、貧血、潜在性鉄欠乏など、医学的課

題を有する学生がすでに一定程度存在す

ることが明らかになったことから、大学生に

おける血液検査の有用性が示唆された。 
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(国内学術論文・査読なし) 

 

    

1  「日常の運動実施の有無が遺

伝的高血圧素因を有する中高

年者の運動時心血管応答およ

び血圧調節関連物質に及ぼす

影響」 

 

共著 1988 年 3

月 

『デサントスポーツ

科学』 

熊谷秋三、江村（庄野）菜穂子、 

近藤芳昭、西住昌裕 

9:189-202. 1988 

 

 高血圧素因を有する中高年者において、

動習慣の獲得は運動時血圧や血圧調節

物質の反応を良好に維持する効果がある

ことを報告した。 

 

2 「音楽の有無がエアロビックダン

スエクササイズの運動強度およ

び運動前後の気分の変化に及

ぼす影響」 

 

共著 1990 年 7

月 

『九州スポーツ医・

科学会誌』 

江村（庄野）菜穂子、熊谷秋三、 

西住昌裕 2:139-142, 1990 

 

 エアロビックダンスにおいて音楽は運動

中の生理的反応に対する主観的疲労感を

緩和する効果があることを報告した。 

 

3  「日常の身体活動中の血圧応

答と体脂肪分布の影響」 

 

共著 1990 年 7

月 

『九州スポーツ医・

科学会誌』 

近藤芳昭、熊谷秋三、 

江村（庄野）菜穂子、西住昌裕 

2:125-128, 1990 

 

 ２４時間血圧連続測定による活動時の血

圧応答の高いものにおいて、肥満度のみ

ならず、腹部体脂肪蓄積の影響が示唆さ

れた。 

4  「九州一周駅伝佐賀県選手の

メディカルチェック―特に SP－

OBLA と競技成績について―」 

 

共著 1990 年 7

月 

『九州スポーツ医・

科学会誌』 

忽那龍雄、川口宗義、西川英夫、 

熊谷秋三、江村（庄野）菜穂子、 

末次康裕 2:85-91. 1990 

 

 競技成績と OBLA速度との間に有意な

関連性が認められた。 

 

5  「成人男性の肥満度・体脂肪分

布・体力と性格・食行動との関

連」 

共著 1991 年 6

月 

『九州スポーツ医・

科学会誌』 

江村（庄野）菜穂子、熊谷秋三、 

西住昌裕 

3:101-104, 1991  

 

 成人男性において性格特性と年齢との関

連を認めたが、肥満や体力との関連性は

認めなかった。 

6  「企業内運動実践が成人病危

険因子に及ぼす影響―肥満とメ

ンタルヘルスを中心に―」 

 

共著 1995 年 7

月 

『産業医学ジャー

ナル』 

岸川靖、庄野菜穂子、市場正良、 

家永佐智子、熊谷秋三、西住昌裕 

18:56-63, 1995 

 

 肥満を有する男性従業員を対象とした運

動指導の結果、運動実施量に依存して最

大酸素摂取量の増加、肥満度や血中脂質

の改善、睡眠や気分の改善効果があった。 

 

 

7  「肥満、糖・脂質代謝とステロイ

ドホルモン」 

共著 1996 年 3

月 

『健康科学』 庄野菜穂子、熊谷秋三、佐々木悠 

8:21-44, 1996 

 

 肥満、体脂肪分布および糖・脂質代謝に

ついてステロイドホルモンの影響に注目し

て解説した。 

 

 

8  「肥満:その成因と改善、および 共著 1996 年 10 『臨床スポーツ医 熊谷秋三、花村茂美、庄野菜穂子、田中
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耐糖能への骨格筋の関与」 月 学』 喜代次、浅野勝己 

13:531-536, 1996 

 

 骨格筋の筋線維組成や毛細血管密度が

肥満の原因や改善過程にどのように関与

するかについて解説した。 

 

 

9  「有酸素運動継続者の要件と、

成人病危険因子低減効果持続

性に関する調査研究」 

 

共著 1998 年 3

月 

『大和証券ヘルス

財団研究業績集』 

庄野菜穂子、檜垣靖樹、西住昌裕 

21:185-190, 1998 

 

 運動継続者の特性と危険因子改善効果

について、地域の健康教室参加者を対象

とした調査結果を報告した。 

 

 

10  「骨格筋線維持性と血清脂質

レベル―軽強度の運動トレーニ

ングの影響―」 

 

共著 2000 年 3

月 

『健康医科学』 

財団法人明治安

田厚生事業団 

庄野菜穂子、田中宏暁、進藤宗洋、水野

眞佐夫、Bengt Saltin, 15:44-52, 2000 

 

 成人男性血中脂質レベルに対する運動ト

レーニングの影響と骨格筋線維の変化との

関連性を検討した。 

 

 

11  「トレーニング時の運動強度の

違いが骨格筋毛細血管分布に

及ぼす影響」 

 

共著 2004年 3

月 

『健康医科学』 

財団法人明治安

田厚生事業団 

庄野菜穂子、音成道彦、松原建史、村上

清英、内藤聖子、劉忠峰、 

田中宏暁、進藤宗洋 

19:34-42, 2004 

 

 軽強度のトレーニングによっても一定の運

動量をこなすことによって、高強度トレーニ

ングに匹敵する毛細血管変化が得られる

可能性が示唆された。 

 

 

12 「生活習慣病の運動療法に関

する医師対象アンケート調査結

果報告」 
 

 

 

共著 2009 年 4

月 

『医界佐賀』 庄野菜穂子、志田正典、中尾俊憲 

1027：41-47, 2009 

 

 運動処方や運動指導について、一般の

医師は時間的、技術的な課題を抱えてい

ることから、専門の医師や運動指導者等の

運動に関する専門家との連携の必要性が

示唆された。 

 

13 「佐賀県における運動療法連

携システムの紹介」 

 

共著 2010 年 5

月 

『医界佐賀』 庄野菜穂子、志田正典、中尾俊憲 

 1039:58-62, 2010 

 

生活習慣病等を有する患者を中心として、

運動療法を遂行する連携システムの方法、

今後の課題について報告した。 

 

 


